





















































て来た兼家を一旦はねつけながら、心の底ではもう一度迎えに来てくれることを期待し た そんな自分自身の気持ちを、 「あの人が来る、あの人が来る」と鶯が声に出して言っているように聞こえたのは我ながら正気でなかったのだろう、と 析する。鶯は作者が直接口に出せ い内心の思いを表現していると考えられ　
このように、和歌的世界には馴染まない時節を過ぎた鶯の描写に









　『蜻蛉日記』には郭公の用例が十六例ある。 『源氏物語』までの王朝散文作品の中で と郭公 用例数を比較してみ 、どちら 用例も見えないのが『竹取物語』 、二例ずつある が『伊勢物語』 、鶯が郭公より多 作品は『うつほ物語』 、 『大和物語』 『土佐日記』 、
『源氏物語』となる。ただし、十二月から二月にかけての記事しかない『土佐日記』に郭公が登場しないのは当然のことで、同様に、初夏に始まって正月早々の記事で終わる『和泉式部日記』には鶯登場しない。　
その『和泉式部日記』の他に鶯より郭公の用例が多い作品は、 『落
窪物語』 『蜻蛉日記』 『紫式部日記』 『枕草子』である。このうち郭
― ―62















































2 （ 2 ）






2 （ 2 ）
5 （ 2 ）
































ここでは大夫道綱が女を郭公にたとえ、五月になったのだからあなたの声を聞きたいと言ったのに対し、女も自分を郭公に とえて、私の声をすっかり聞かせてしまうことはできな と答えている。このように、内容的にはねつけるも であっても、相手のたとえを受
けて答えるのが通常の贈答形式ではなかったろうか。息子の詠歌の制作には道綱母も関わっていたと考えられるが、この歌と比べると、日記冒頭の道綱母自身の返歌の頑なさが際だって見える。　
兼家の郭公のたとえをすり替えて答えた道綱母の返歌は、恋愛の
はねつけ歌という慣例とは別の意味で、贈歌を素直に受け入れていない歌なのではな か。この返歌には、兼家の求婚に対し 作者から言っておきたい思いが込められていたのではないだろうか。そのように考えた時に思 浮かぶのは『古今集』 次の歌である。
郭公汝が鳴く里のあまたあればなほうとまれぬ思ふものから
（夏・一四七）




























新婚生活で初めて迎えた正月のある日、作者は用事で家を留守にすることになり、兼家に置き手紙を残して出かけた。夫へ 和歌には、自らを鶯にたとえ 「うぐひす」に「憂く」をかけて、自分の身の上を悲観し嘆きながら家出したという意味のこと 詠んだ
⑻
。まだ結




この歌の鶯は作者の化身として日記中に登場していくことになったのではないだろうか。 『蜻蛉日記』の郭公が兼家を意味していたのに対して、鶯は兼家を待つ作者自身を意味する語として機能くとみる。そ ような視点から眺めると、この次 する中巻の鶯が、第一節に掲げたように、時節を過ぎた姿であることが頷ける。　
春の到来を歌い上げるべき鶯が、季節を越えていつまでも鳴いて
いる様子は、新婚時代に「知られねば身をうぐひすの」と戯れに詠んだ和歌の状況が現実となり、夫 訪れがないままいつま も嘆いている作者自身の姿と重なったものと考えられよう。そのような六月の鶯が登場するの 兼家との関係で道綱母が煩悶していた中巻に限られている。和歌世界に馴染ま い時過ぎたる鶯は、日記世界で作者自身の投影として 意味を付せられているのである　
次に鶯本来の季節である春の記事について『蜻蛉日記』を通覧し




























































　『蜻蛉日記』における郭公と鶯の用例を対比しながら本文を読み、二鳥の登場場面における作者の内面描写を辿ってきた。鶯と郭公のそれぞれ 季節である春と夏が二〇回以上も巡る中で、 『蜻蛉日記』で二鳥が取り上げられる時期には検討すべき問題があ た。上巻の最初 、郭公は求婚時、鶯は新婚時代に兼家 道綱母の贈答歌として一往復ずつ詠ま るが、その後、同様な形で二鳥が詠まれること
はなかった。その理由として、この最初に交わされた贈答歌が、鶯と郭公の日記におけるそれぞれの役どころを定め、その後の用例を左右することになったためではないかと推定した。すなわち郭公は浮気者の兼家を象徴するも として、鶯は兼家を待つ道綱母の象徴として、 『蜻蛉日記』の世界の中 意味づけられること なったと考えたのである。　
上巻から中巻、さらに下巻に進み、道綱母と兼家との関係が変化
していくにつれ、郭公 鶯の作品内の現れ方も変わっ いく。中巻の途中で郭公が兼家の投影 して 役目から離れ、下巻では遠度が新たな郭公として道綱母と贈答歌を交わすようになる。その直前に、道綱母自身を投影 いた鶯も下巻で姿 消してしまう。兼家へ信頼を失い、夫 待つことを断念していく道綱母 心の表象が郭公と鶯であった。　
本稿では、結婚生活が破綻に至るまでの心の軌跡を描くという















































　「うぐひす」に「憂く」を掛ける詠み方は、 『古今 』 （恋五・七九八）
「我のみや世を鶯となきわびむ人の心の花と散りなば」に見られる。当該歌は「読人しらず」として掲げられ、 『小町集』に載る和歌であ 。 「身を鶯の」と 世を鶯と」の違いはあるが、恋人に捨てられる女の嘆きを鶯の鳴き声に重ねるところは共通 い 。他にあまり例のない用法である。
